
琴
歌
譜
大
歌
の
歌
曲
名
に
つ
い
て
（
二
） 

―
―
「
宇
吉
歌
」
に
つ
い
て
―
― 

武
部
智
子 

 

一
、
同
一
歌
曲
名
の
歌
の
検
討 

 
 

古
事
記
の
歌
曲
名
と
同
一
と
考
え
ら
れ
る
琴
歌
譜
の
歌
曲
名
の
内
、

表
記
は
異
な
る
も
の
の
歌
詞
が
同
じ
も
の
に
「
宇
吉
歌
」
と
「
酒
坐
歌
」

が
あ
る
。
本
稿
で
は
「
宇
吉
歌
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。 

 

琴
歌
譜
「
宇
吉
歌
」
は
古
事
記
で
は
「
宇
岐
歌
」
と
表
記
さ
れ
る
。

そ
の
歌
詞
は
、 

  

琴
歌
譜
―
美
奈
蘇
曽
久 

於
美
能
遠
等
米 

保
陁
理
刀
利 

 

可
多
久
刀
礼 

一
説
云
刀
良
左
祢 

茲
多
可
太
久 

 

夜
可
多
久
刀
礼 

保
太
利
刀
良
須
古 

み
な
そ
そ
く 

お
み
の
を
と
め 

ほ
だ
り
と
り 

 

か
た
く
と
れ 

一
説
云
と
ら
さ
ね 

し
た
か
た
く 

 

や
が
た
く
と
れ 

ほ
だ
り
と
ら
す
こ 

  

古
事
記
―
美
那
曽
曽
久 

淤
美
能
袁
登
売 

本
陀
理
登
良
須
母 

本
陀
理
斗
理 

加
多
久
斗
良
勢 

斯
多
賀
多
久 

 

夜
賀
多
久
斗
良
勢 

本
陀
理
斗
良
須
古 

み
な
そ
そ
く 

お
み
の
を
と
め 

ほ
だ
り
と
ら
す
も 

ほ
だ
り
と
り 

か
た
く
と
ら
せ 

し
た
か
た
く 

 

や
が
た
く
と
ら
せ 

ほ
だ
り
と
ら
す
こ 

 

と
あ
り
、
琴
歌
譜
と
古
事
記
の
歌
詞
を
比
較
す
る
と
、
同
一
歌
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。 

 

ウ
キ
に
つ
い
て
古
事
記
に
は
、
大
国
主
神
の
条
に
「
宇
伎
由
比
」
の

語
が
あ
り
、
応
神
記
矢
河
枝
比
売
の
条
に
「
大
御
酒
盞
」
、
雄
略
記
三

重
采
女
の
条
に
「
大
御
盞
」「
盞
」「
美
豆
多
麻
宇
岐
」
の
用
例
が
あ
り
、

そ
れ
ら
全
て
酒
杯
を
指
す
。
諸
注
に
、 

① 
酒
盃
を
捧
げ
る
時
の
歌
（
全
書
、
大
系
本
、
大
系
本
記
、
古
代

歌
謡
集
記
） 



② 

酒
を
盃
に
注
ぐ
時
の
歌
（
全
註
解
記
、
古
代
歌
謡
全
注
釈
記
） 

③ 

勧
酒
歌
（
全
集
本
記
、
集
成
本
記
、
学
術
文
庫
記
） 

④ 
新
嘗
の
宴
の
歌
（
記
紀
歌
謡
評
釈
） 

⑤ 
浮
き
浮
き
し
た
調
子
の
歌
（
詳
解
） 

と
あ
り
「
ウ
キ
歌
」
は
、
酒
宴
の
席
で
歌
わ
れ
る
歌
、
酒
宴
で
盃
を
持

つ
時
に
歌
わ
れ
る
（
乾
杯
の
時
な
ど
）
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

二
、
歌
詞
の
内
容
と
縁
記
の
関
係
に
つ
い
て 

 
 

ま
ず
、
歌
詞
の
内
容
に
つ
い
て
み
て
み
る
。
本
歌
の
歌
詞
の
原
文
は

前
項
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
歌
詞
の
中
で
「
ホ
ダ
リ
」
は
未

詳
語
で
あ
る
が
、
記
伝
に
「
古
は
酒
を
注
く
器
な
り
し
故
に
、
此
字
を

当
た
る
な
り
。
」
と
解
釈
し
て
い
て
、
現
在
は
ほ
ぼ
そ
れ
に
従
っ
て
い

る
。
「
秀
罇
」
の
文
字
を
当
て
そ
の
歌
は
諸
注
よ
り 

 
 

―
―
水
そ
そ
ぐ 

臣
の
少
女 

秀
罇
取
り 

堅
く
取
れ 

 

下
堅
く 

弥
堅
く
取
れ 

秀
罇
取
ら
す
子 

と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
味
は
、 

 
 

―
―
（
水
そ
そ
く
）
臣
の
少
女
よ
。
酒
を
注
ぐ
器
を
持
ち
な
さ
い
。

し
っ
か
り
と
、
ほ
ん
と
う
に
し
っ
か
り
と
持
ち
な
さ
い
。

ま
す
ま
す
し
っ
か
り
持
ち
な
さ
い
。
酒
を
注
ぐ
器
を
お
持

ち
に
な
る
少
女
よ
。 

 
 
 
 
 

（
そ
の
少
女
の
器
を
持
つ
手
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
よ
う

に
、
貴
人
の
命
が
堅
固
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
ま
た
そ
の

御
世
が
堅
固
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
） 

と
な
る
（
注
１
）
。 

 

さ
ら
に
、
節
会
の
場
で
実
際
に
奏
さ
れ
た
譜
詞
に
注
目
す
れ
ば
、 
 
 

―
―
み
な
そ
そ
く 

お
み
の
を
と
め 

ほ
だ
り
と
り 

 

か
た
く
と
れ 

ほ
だ
り
と 

ほ
だ
り
と
ら
す
こ 

ほ
だ
り
と
り 

か
た
く
と
れ 

し
た
か
た
く 

 

や
が
た
く
と
れ 

ほ
だ
り
と 

ほ
だ
り
と
ら
す
こ 

と
あ
り
、
繰
り
返
し
の
多
さ
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
前
二
段
、
後
二
段
の

構
成
で
歌
う
大
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、「
ほ
だ
り
」
を
Ａ
、「
か
た

く
」
を
Ｂ
と
す
る
と
一
曲
の
構
成
は
、 

 
 

―
―
み
な
そ
そ
く 

臣
の
を
と
め 

Ａ 

Ｂ 

Ａ 

Ａ
子 

 
 
 
 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 

Ｂ 

Ａ 

Ａ
子 

と
な
り
Ａ
「
ほ
だ
り
」
六
回
と
、
Ｂ
「
か
た
く
」
四
回
を
繰
り
返
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
「
酒
を
注
ぐ
器
」
を
「
し
っ
か
り
」
と

持
つ
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
い
え
る
。 

 

次
に
縁
記
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
本
歌
に
は
二
つ
の
縁
記
が
あ
る
。

ま
ず
、
第
一
縁
記
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

①
古
事
記
云
大
長
谷
若
建
命
坐
朝
倉
之
宮
治
天
下
之
時
長
谷
之
百

枝
槻
下
為
豊
楽
是
日
亦
巻
日
之
遠
杼
比
売
献
大
御
酒
之
時
天
皇

作
此
歌 

（
注
：
「
巻
」
は
「
春
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
） 

 



縁
記
に
あ
る
よ
う
に
雄
略
記
に
は
、 

 

是
豊
楽
之
日
、
亦
春
日
之
袁
杼
比
売
、
献
大
御
酒
之
時
、
天
皇

歌
曰
、
（
一
〇
三
歌
、
略
）
此
者
宇
岐
歌
也 

と
あ
る
。
第
一
縁
記
が
古
事
記
の
袁
杼
比
売
の
物
語
と
内
容
の
み
な
ら

ず
、
表
記
の
上
で
も
一
致
し
て
い
て
、
「
宇
岐
歌
」
と
い
う
歌
曲
名
も

一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

雄
略
記
に
は
全
部
で
十
四
首
の
歌
謡
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
七
首
が
妻

争
い
の
伝
承
（
女
性
は
四
人
）
を
伴
い
、
五
首
が
酒
宴
で
の
歌
で
あ
る
。

ま
た
歌
曲
名
は
「
志
都
歌
」（
記
九
二
～
九
五
、
記
一
〇
四
）「
天
語
歌
」

（
記
一
〇
〇
～
一
〇
三
）「
宇
岐
歌
」（
記
一
〇
三
）
の
三
曲
。
歌
は
九

首
に
及
ぶ
。
こ
の
歌
曲
名
を
見
て
も
「
志
都
歌
」
「
宇
岐
歌
」
は
琴
歌

譜
の
名
称
と
同
一
で
あ
り
、
ま
た
各
々
の
伝
承
自
体
も
琴
歌
譜
の
縁
記

と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
縁
記
に
「
豊
楽
」
「
大
御
酒
を
献
る
時
」
と
あ

る
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
節
会
に
お
け
る
歌
と
し
て
の
性
質
は
納
得
で

き
る
。 

さ
ら
に
、
こ
の
第
一
縁
記
は
、
雄
略
天
皇
と
春
日
の
遠
杼
比
売
と
の

結
び
つ
き
を
語
る
も
の
で
あ
り
、
丸
邇
氏
（
以
下
ワ
ニ
氏
と
表
記
す
る
）

の
伝
承
を
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
遠
杼

比
売
は
、
古
事
記
の
伝
承
に
よ
れ
ば
「
丸
邇
の
佐
都
紀
臣
の
女
」
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
ワ
ニ
氏
の
出
身
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

ワ
ニ
氏
は
考
昭
天
皇
の
皇
子
、
天
押
帯
日
子
命
（
記
）
（
紀
で
は
天

足
彦
国
押
人
命
）
の
後
裔
と
称
す
る
氏
族
で
、
特
に
五
世
紀
か
ら
六
世

紀
に
わ
た
っ
て
大
和
政
権
の
王
家
と
婚
姻
関
係
を
結
び
、
大
和
の
古
代

豪
族
と
し
て
の
勢
力
を
誇
示
し
て
い
た
。
後
に
は
ワ
ニ
氏
は
本
拠
地
を

北
に
移
し
、
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
頃
以
後
春
日
氏
と
称
す
る
よ
う

に
な
り
、
や
か
て
、
大
宅
・
柿
本
・
粟
田
・
小
野
な
ど
多
く
の
氏
族
へ

と
分
化
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。 

さ
ら
に
、
春
日
氏
か
ら
も
多
く
の
后
妃
を
出
し
た
が
、
中
央
政
界
で

活
躍
し
て
歴
史
上
に
名
を
残
し
た
者
は
非
常
に
少
な
く
、
七
世
紀
以
後

は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
他
の
同
族
と
比
較
し
て
も
特
徴
的
な
こ
と
と

い
え
る
。
（
注
２
） 

ワ
ニ
氏
出
身
の
后
妃
と
し
て
は
、
他
に
応
神
天
皇
に
「
丸
邇
之
比
布

礼
能
意
富
美
女
、
宮
主
矢
河
枝
比
売
」
が
、
仁
賢
天
皇
に
「
丸
邇
日
爪

臣
女
、
糠
若
子
郎
女
」（
欽
明
天
皇
に
は
「
春
日
日
爪
臣
女
、
糠
若
子

郎
女
」
と
あ
る
）
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

  

次
に
、
第
二
縁
記
で
あ
る
。 

②
一
云
大
長
谷
天
皇
未
即
位
間
初
欲
殺
兄
坂
合
部
黒
日
子
（
皇

子
：
右
に
朱
書
）
与
甥
目
弱
王
此
時
二
王
子
遁
行
到
於
葛
木
津

守
村
大
臣
家
匿
天
皇
遣
使
乞
臣
固
争
不
出
二
王
子
与
大
臣
並
可

殺
此
時
大
臣
女
子
韓
日
売
娘
注
云
即
天
皇
妃
也
見
其
父
被
殺
而

即
哀
傷
作
歌
者 

  
こ
の
縁
記
は
「
目
弱
王
」
と
「
韓
比
売
」
の
物
語
で
あ
る
。
古
事
記

の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
目
弱
王
は
安
康
天
皇
を
殺
害
し
、
葛
城
氏 

都
夫

良
意
富
美
（
円
大
臣
）
（
建
内
宿
禰
の
曽
孫
）
の
家
に
逃
げ
る
。
都
夫



良
意
富
美
は
、
雄
略
天
皇
に
娘
と
五
箇
所
の
「
屯
家
」
を
献
上
す
る
。

そ
の
娘
が
「
韓
比
売
」
で
、
雄
略
天
皇
と
の
間
に
白
髪
命
（
清
寧
天
皇
）

を
生
む
。
こ
の
歌
は
「
目
弱
王
」
の
一
件
で
父
が
殺
さ
れ
る
の
を
哀
傷

し
て
作
っ
た
歌
と
す
る
が
、
物
語
の
内
容
と
歌
詞
と
は
合
致
し
な
い
。

雄
略
紀
に
は
円
大
臣
の
妻
の
歌
が
、
「
臣
の
子
は 

栲
の
袴
を 

七
重

を
し 

庭
に
立
た
し
て 

脚
帯
撫
だ
す
も
」（
紀
７
４
）
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
別
の
歌
で
あ
る
。
本
歌
は
、
む
し
ろ
韓
比
売
と

雄
略
天
皇
と
の
結
婚
の
時
の
歌
と
す
れ
ば
、
歌
意
は
よ
く
理
解
で
き
る

し
、
第
一
縁
記
と
の
関
係
か
ら
も
、
雄
略
天
皇
と
葛
城
氏
と
の
結
び
つ

き
を
示
す
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

葛
城
氏
は
古
代
の
中
央
氏
族
で
、
高
魂
命
の
五
世
の
孫
、
剣
根
命
を

始
祖
と
す
る
神
別
の
氏
（
直
姓
）
の
も
の
と
、
武
内
宿
禰
の
男
、
葛
城

襲
津
彦
を
始
祖
と
す
る
皇
別
の
氏
（
臣
姓
）
の
も
の
と
が
あ
り
、
と
も

に
本
拠
地
は
、
大
和
国
葛
城
地
方
で
あ
る
。
前
者
と
後
者
は
婚
姻
関
係

で
結
ば
れ
て
い
た
が
、
古
代
文
学
の
上
で
有
名
な
の
は
後
者
で
あ
る
。 

 

葛
城
襲
津
彦
の
女
、
磐
之
媛
が
仁
徳
天
皇
の
皇
后
と
な
っ
て
以
降
、

葛
城
氏
は
天
皇
家
と
の
婚
姻
を
重
ね
、
五
世
紀
の
天
皇
家
の
外
戚
と
し

て
栄
え
た
。 

 

允
恭
紀
五
年
七
月
条
の
玉
田
宿
禰
の
記
事
は
天
皇
家
と
葛
城
氏
と

の
間
に
対
立
が
生
じ
て
き
た
こ
と
を
も
の
が
た
り
、
さ
ら
に
、
第
二
縁

記
の
目
弱
王
事
件
に
よ
り
、
玉
田
宿
禰
の
子
、
円
大
臣
も
、
と
も
に
雄

略
天
皇
に
殺
さ
れ
た
と
あ
る
。
皇
位
継
承
を
め
ぐ
っ
て
天
皇
家
と
の
対

立
が
決
定
的
と
な
り
、
葛
城
氏
が
没
落
し
た
こ
と
を
示
す
こ
の
事
件
以

後
、
葛
城
氏
の
皇
統
譜
関
与
は
絶
え
る
こ
と
と
な
る
。 

 

こ
の
葛
城
襲
津
彦
後
裔
氏
族
に
は
、
葛
城
朝
臣
・
玉
手
朝
臣
・
的
臣
・

生
江
臣
・
阿
芸
那
臣
・
布
敷
首
・
小
家
連
・
塩
屋
連
・
下
神
な
ど
の
諸

氏
が
あ
る
。 
 

一
方
、
前
者
の
直
氏
は
葛
城
地
方
の
豪
族
と
し
て
残
存
し
、
天
皇
直

轄
地
で
あ
る
大
和
六
県
の
一
つ
、
葛
城
県
の
管
理
者
と
な
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
（
注
３
） 

 

そ
の
葛
城
氏
没
落
の
原
因
と
な
っ
た
こ
の
事
件
を
な
ぜ
第
二
縁
記

と
し
て
記
載
す
る
の
か
考
え
て
み
た
い
。 

  

三
、
第
二
縁
記
記
載
の
意
味 

 

第
一
縁
記
で
ワ
ニ
氏
と
の
関
係
を
伝
え
な
が
ら
、
第
二
縁
記
で
は
葛

城
氏
と
の
関
係
を
伝
え
る
。
そ
の
真
意
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

雄
略
と
い
う
天
皇
は
奈
良
（
律
令
）
時
代
に
お
い
て
は
、
特
別
の
意

味
を
も
つ
天
皇
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

歴
史
面
か
ら
井
上
光
貞
氏
は
、
雄
略
天
皇
の
即
位
に
い
た
る
経
過
を

通
じ
て
雄
略
朝
の
王
権
の
特
徴
を
と
ら
え
（
注
４
）
、
ま
た
岸
俊
男
氏

は
、
『
万
葉
集
』
巻
頭
に
雄
略
天
皇
の
歌
が
選
ば
れ
た
の
は
、
雄
略
天

皇
が
当
時
の
人
々
に
古
代
を
代
表
す
る
天
皇
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
は
な
い
か
と
指
摘
。
そ
の
推
論
の
例
と
し
て
『
日
本
霊
異
記
』

の
冒
頭
に
雄
略
天
皇
の
話
が
配
さ
れ
て
い
る
の
を
挙
げ
、
そ
の
他
『
新



撰
姓
氏
録
』
な
ど
に
も
雄
略
朝
に
関
係
あ
る
伝
承
が
多
い
こ
と
、
さ
ら

に
『
日
本
書
紀
』
の
文
章
や
紀
年
構
成
と
な
っ
た
暦
日
が
、
雄
略
朝
か

ら
元
嘉
暦
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
編
纂
の
過
程
で
雄
略
朝
が
一

つ
の
画
期
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
（
注
５
）
。 

文
学
上
で
は
、
西
宮
一
民
氏
が
雄
略
天
皇
の
一
連
の
行
動
を 

 

大
長
谷
王
は
、
皇
位
継
承
上
の
競
争
者
を
次
か
ら
次
へ
と
屠
っ
て

ゆ
く
。
…
（
略
）
…
外
戚
葛
城
氏
の
凋
落
も
そ
の
渦
中
に
呑
ま
れ

た
も
の
で
あ
り
、
…
（
略
）
…
大
長
谷
王
は
専
制
君
主
と
い
う
「
天

皇
」
の
体
質
の
創
造
者
と
し
て
描
か
れ
る
（
注
６
）
。 

と
注
釈
す
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
雄
略
天
皇
は
『
万
葉
集
』
『
日
本
霊
異
記
』
さ
ら
に

は
『
琴
歌
譜
』
に
お
い
て
も
最
初
に
置
か
れ
る
天
皇
で
あ
る
。
古
く
三

輪
山
の
麓
に
都
を
置
き
、
歴
史
上
も
『
宋
書
』
倭
国
伝
の
い
わ
ゆ
る
「
倭

の
五
王
」
の
武
と
さ
れ
る
。
古
代
律
令
国
家
に
お
い
て
歴
史
上
、
外
国

に
認
め
ら
れ
、
そ
の
系
譜
に
つ
な
が
る
天
武
・
持
統
両
天
皇
に
と
っ
て

も
専
制
君
主
と
し
て
の
「
天
皇
」
を
意
識
さ
せ
る
重
要
な
天
皇
と
の
縁

記
は
、
節
会
に
お
い
て
特
に
重
要
視
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
鈴
木
清
民
氏
は
、
「
武
つ
ま
り
雄
略
の
即
位

に
い
た
る
話
は
、
記
紀
に
先
に
み
た
允
恭
没
後
の
皇
位
継
承
の
経
緯
の

続
き
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
。
」
と
し
、『
日
本
書
紀
』
の
一
連
の
記
事
を

み
て
、 

 

倭
の
五
王
の
時
代
に
は
葛
城
氏
が
外
戚
と
し
て
栄
え
て
い
た
が
、

す
で
に
允
恭
（
済
）
の
こ
ろ
よ
り
大
王
家
と
反
目
す
る
間
柄
に
な

っ
て
い
た
。
あ
る
い
は
大
王
家
と
葛
城
氏
と
に
よ
る
い
わ
ば
二
頭

政
治
が
行
わ
れ
て
い
た
と
み
る
説
も
あ
る
（
直
木
孝
次
郎
「
葛
城

氏
と
大
王
家
」『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
四
一
・
四
二
）
、
ま
た
、

こ
の
葛
城
氏
を
倒
し
た
雄
略
の
側
の
武
力
は
、
大
伴
氏
・
物
部
氏

な
ど
の
伴
造
系
の
力
に
よ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
注

７
）
。 

と
述
べ
る
。 

ま
た
加
藤
謙
吉
氏
は
、「
五
世
紀
後
半
に
、
ラ
イ
バ
ル
と
な
る
王
族
、

お
よ
び
王
室
に
匹
敵
す
る
権
力
を
有
し
た
葛
城
氏
を
打
倒
し
て
誕
生

し
た
雄
略
の
王
権
を
支
え
た
の
は
、
大
伴
・
物
部
両
氏
に
代
表
さ
れ
る

大
王
直
属
の
軍
事
的
伴
造
氏
族
で
あ
っ
た
。
」
と
し
、
さ
ら
に
井
上
光

貞
氏
の
軍
事
的
専
制
王
権
は
雄
略
朝
か
ら
次
代
へ
と
引
き
継
が
れ
て

い
る
と
い
う
（
注
８
）
指
摘
か
ら
、「
い
っ
ぽ
う
大
伴
・
物
部
（
大
連
）

に
対
し
て
、
大
和
の
在
地
方
土
豪
を
代
表
す
る
執
政
官
（
大
臣
）
が
史

上
に
姿
を
あ
ら
わ
す
の
は
宣
化
朝
の
蘇
我
臣
稲
目
以
降
と
推
測
さ
れ

（
前
掲
拙
著
）（
注
＊
）
、
平
群
氏
の
執
政
記
事
が
先
の
よ
う
に
否
定
さ

れ
る
と
す
れ
ば
、
雄
略
後
の
王
位
継
承
を
左
右
し
た
の
は
、
大
伴
・
物

部
ら
軍
事
的
伴
造
氏
族
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
（
注
９
）
。 

 

以
上
を
総
合
し
て
考
え
て
み
る
と
、
古
代
の
大
豪
族
葛
城
氏
は
仁
徳

天
皇
と
の
強
力
な
結
び
つ
き
か
ら
、
履
中
・
反
正
・
允
恭
三
天
皇
の
外

戚
と
し
て
政
治
の
中
心
へ
と
躍
り
出
る
が
、
一
方
先
帝
で
あ
り
父
帝
で

あ
る
応
神
天
皇
、
仁
徳
天
皇
に
続
き
、
雄
略
天
皇
の
時
代
に
お
い
て
も



ラ
イ
バ
ル
氏
族
で
あ
る
ワ
ニ
氏
の
存
在
が
あ
っ
た
。 

ま
た
古
い
時
代
、
都
が
飛
鳥
に
あ
っ
た
時
は
、
葛
城
氏
の
本
拠
地
は
、

都
か
ら
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
、
葛
城
氏
は
都
中
の
人
々
に
大
き
な
威

厳
を
も
っ
て
存
在
し
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
都
が
中
河
内
、

難
波
へ
と
移
る
と
外
か
ら
葛
城
氏
の
権
力
を
見
せ
付
け
る
こ
と
が
困

難
に
な
り
、
娘
を
宮
中
へ
入
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
存
在
を
示
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
軍
事
的
な
利
害
の
つ
な
が
り
か
ら
葛

城
氏
は
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
同
系
の
蘇
我
氏
も
ま
た
一
大

勢
力
を
掌
中
に
治
め
る
。
し
か
し
、
蘇
我
氏
も
ま
た
乙
巳
の
変
に
お
い

て
衰
微
し
滅
ん
で
し
ま
う
。 

さ
ら
に
、
律
令
国
家
の
形
成
と
共
に
、
藤
原
京
か
ら
平
城
京
へ
都
が

移
る
と
、
平
城
京
の
郊
外
に
は
、
当
時
の
藤
原
氏
の
本
拠
地
春
日
の
地

が
、
都
の
中
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

正
月
元
日
節
の
大
歌
に
、
ワ
ニ
氏
と
の
関
係
を
示
す
縁
記
を
も
つ

「
宇
吉
歌
」
を
奏
す
る
こ
と
は
、
葛
城
氏
と
同
様
、
建
内
宿
禰
の
後
裔

氏
族
側
と
し
て
は
歯
が
ゆ
い
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
一
方
天
皇
家
側
と
し
て
は
、
専
制
君
主
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
こ

の
歌
の
第
二
縁
記
と
し
て
、
葛
城
氏
の
伝
承
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
っ

た
と
考
え
た
い
。 

繰
り
返
し
な
る
が
、
ま
と
め
て
お
く
と
葛
城
氏
は
古
い
時
代
の
大
豪

族
で
あ
る
。
神
功
・
応
神
・
仁
徳
記
に
勢
力
を
拡
大
し
、
天
皇
と
深
い

関
係
を
結
ん
で
い
く
。
し
か
し
、
記
紀
を
は
じ
め
、
奈
良
朝
の
筆
録
時

期
に
は
、
す
で
に
過
去
の
氏
族
と
な
っ
て
い
た
。
ま
し
て
琴
歌
譜
筆
録

期
で
あ
る
弘
仁
年
間
と
も
な
れ
ば
、
奈
良
時
代
の
有
力
氏
族
で
す
ら
新

興
氏
族
と
の
間
で
勢
力
争
い
の
攻
防
戦
上
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。 

第
二
縁
記
に
よ
り
古
い
氏
族
で
あ
る
葛
城
氏
の
伝
承
を
伝
え
る
に

は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
奈

良
時
代
（
平
城
京
を
中
心
と
し
た
時
代
）
以
降
藤
原
氏
が
隆
盛
を
誇
る

中
、
葛
城
氏
に
つ
な
が
る
同
系
、
傍
系
氏
族
は
か
つ
て
政
治
の
中
心
に

い
た
事
実
を
伝
え
て
お
く
必
要
を
強
く
感
じ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。 

第
一
縁
記
に
載
る
春
日
に
ま
つ
わ
る
ワ
ニ
氏
の
伝
承
は
、
平
城
・
平

安
朝
の
藤
原
氏
の
繁
栄
振
り
を
考
え
れ
ば
、
正
月
元
日
節
に
同
族
の
繁

栄
等
と
相
ま
っ
て
、
伝
え
る
に
は
至
極
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
が
、

古
い
豪
族
の
葛
城
氏
に
と
っ
て
は
、
こ
の
縁
記
に
込
め
ら
れ
た
同
族
の

繁
栄
そ
の
も
の
が
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
改
め
て
書
き

留
め
て
お
く
必
要
を
感
じ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。 

か
つ
て
、「
琴
歌
譜
注
釈
稿
」
の
中
で
、
第
二
縁
記
記
載
の
理
由
を
、

「
大
臣
女
子
韓
日
女
郎
、
注
云
、
即
天
皇
妃
也
」
の
部
分
に
つ
き
る
（
注

１
０
）
と
し
た
が
、
そ
れ
と
と
も
に
「
天
皇
」
と
そ
の
「
臣
」
と
の
関

係
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

四
、
「
ウ
キ
歌
」
の
歌
曲
名
に
つ
い
て 

 
第
一
縁
記
か
ら
同
一
伝
承
、
同
一
歌
詞
、
同
一
歌
曲
名
と
考
え
ら
れ



「
豊
楽
」
の
宴
席
で
の
歌
と
い
う
内
容
か
ら
、
ウ
キ
歌
は
（
酒
を
受
け

る
）
盃
＝
ウ
キ
で
あ
る
こ
と
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

で
は
、
ウ
キ
歌
は
①
酒
を
受
け
る
時
の
歌
か
②
盃
を
捧
げ
る
（
＝
乾

杯
）
の
時
の
歌
か
を
考
え
て
み
た
い
。
①
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
服

従
を
表
す
行
為
で
あ
る
が
、
②
で
あ
る
な
ら
ば
、
天
皇
の
或
い
は
こ
の

御
世
の
繁
栄
を
願
う
行
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
こ
の
歌
が
歌
わ
れ
る
場
、
つ
ま
り
宮
廷
歌
謡
の
「
ウ
キ
歌
」

と
し
て
正
月
元
日
節
で
奏
す
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。 

少
し
長
く
な
る
が
、
以
下
に
前
之
園
亮
一
氏
の
「
蘇
我
氏
の
同
族
」

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
（
注
１
１
）
の
中
か
ら
共
飲
共
食
や
武
内

宿
禰
後
裔
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。 

  

大
化
以
前
の
大
王
と
武
内
宿
禰
後
裔
の
上
位
氏
族
と
は
、
大
臣
任

命
の
と
き
に
か
ぎ
ら
ず
新
し
い
大
王
の
即
位
な
ど
、
事
あ
る
ご
と

に
共
飲
共
食
の
儀
式
を
と
り
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
互
の

結
合
・
統
属
の
関
係
を
維
持
・
強
化
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

た
だ
し
、
大
王
と
彼
ら
は
完
全
に
対
等
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

共
飲
共
食
の
儀
礼
に
必
要
な
酒
食
・
料
理
人
・
給
仕
な
ど
は
武
内

後
裔
が
負
担
し
、
大
王
は
も
っ
ぱ
ら
饗
応
に
あ
ず
か
る
立
場
に
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
す
で
に
共
飲
共
食
の

段
階
か
ら
武
内
後
裔
の
上
位
氏
族
が
、
儀
礼
と
し
て
大
王
の
食
膳

に
奉
仕
す
る
役
割
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
、
大
王
へ
の
絶
対
的
な
臣
従
・
服
属
の
し
る
し
と
し
て
の

食
膳
奉
仕
で
は
な
く
、
大
王
と
彼
ら
と
の
連
合
・
協
力
の
き
ず
な

を
固
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
五
世
紀
末
以
降
は
、
「
大
王
へ
の
臣
従
を
誓
い
主
従
関

係
の
き
ず
な
を
固
め
る
た
め
の
共
飲
共
食
、
言
い
換
え
れ
ば
服
属
儀
礼

と
し
て
の
食
膳
奉
仕
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
」
と
述
べ

て
い
る
。
そ
し
て
服
属
儀
礼
と
し
て
の
食
膳
奉
仕
に
つ
い
て
、
岡
田
精

司
氏
は
、 

 
 

共
同
体
に
お
け
る
春
の
農
耕
儀
礼
（
国
見
）
に
源
を
発
し
、 

① 

小
国
家
の
族
長
に
よ
る
「
国
占
め
」 

② 

征
服
戦
争
に
お
け
る
敗
者
か
ら
の
食
物
供
献 

③ 

毎
秋
の
新
嘗
祭
と
結
合
し
た
ヲ
ス
ク
ニ
（
食
国
）
儀
礼 

④ 

天
皇
の
即
位
儀
礼
の
大
嘗
祭
に
定
着
し
形
式
化 

と
展
開
し
た
（
注
１
２
）
こ
と
を
示
し
、
ま
た
泉
谷
康
夫
氏
は
、
「
記

紀
」
お
よ
び
「
風
土
記
」
よ
り 

① 

神
宝
を
奉
献
し
て
服
属
の
あ
か
し
と
す
る
物
語 

② 

服
属
に
際
し
て
わ
ざ
を
ぎ
（
俳
優
）
の
民
と
な
る
誓
い
を
す

る
物
語 

③ 

食
べ
物
を
整
え
饗
応
し
て
恭
順
の
意
を
あ
ら
わ
す
物
語 

④ 

服
属
し
恭
順
の
意
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
屯
倉
や
部
民
を
設
置

す
る
物
語 

の
四
類
型
に
分
類
で
き
る
（
注
１
３
）
と
紹
介
し
、
以
下
に
大
化
以
前

か
ら
大
王
へ
の
食
膳
奉
仕
を
す
る
職
務
を
専
門
と
し
た
阿
倍
臣
・
膳

臣
・
穴
人
臣
・
安
曇
連
ら
以
外
で
武
内
後
裔
の
中
に
も
い
る
こ
と
を
詳



細
に
調
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 
そ
れ
は
、
天
武
朝
末
の
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
か
ら
六
国
史
最
後
の

『
日
本
三
代
実
録
』
が
終
わ
る
光
孝
天
皇
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
ま
で

の
約
二
〇
〇
年
間
の
律
令
官
制
の
内
膳
司
・
大
膳
職
・
大
炊
寮
・
造
酒

司
・
主
水
司
・
園
池
司
・
主
膳
監
・
主
奨
署
な
ど
の
食
膳
関
係
官
司
の

長
官
・
次
官
・
判
官
に
任
命
さ
れ
た
人
々
を
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

琴
歌
譜
の
筆
録
期
間
は
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
～
八
二
四
）
と
さ
れ
る
の

で
、
丁
度
こ
の
期
間
と
重
な
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
参
考
と
す
る
貞
観

儀
式
も
こ
の
期
間
に
含
ま
れ
る
。 

  

こ
の
調
査
内
容
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
大
膳
職
と
造
酒
司
で

あ
る
。
奈
良
時
代
の
大
膳
職
の
大
夫
は
一
〇
件
が
諸
王
で
、
皇
親
を
補

任
す
る
排
他
的
慣
例
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
紀
朝
臣
が
一
人
任
命
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
亮
・
員
外
亮
も
諸
王
二
件
、
元
皇
親
四
件
に
次

い
で
武
内
後
裔
三
件
、
高
橋
朝
臣
一
件
と
な
っ
て
い
る
。
平
安
時
代
に

入
っ
て
も
武
内
後
裔
は
亮
に
二
人
補
任
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
造
酒
司
の
正
の
補
任
も
、
武
内
後
裔
が
奈
良
時
代
に
一
件
、

平
安
時
代
に
は
三
件
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
全
て
の
数
か
ら
前
之
園
亮
一
氏
は
「
武
内
後
裔
は
大
化
以
前

に
服
属
儀
礼
と
し
て
大
王
の
食
膳
に
奉
仕
す
る
役
目
を
負
っ
て
い
た

か
ら
こ
そ
、
そ
の
伝
統
が
奈
良
時
代
ま
で
保
持
さ
れ
て
食
膳
関
係
官
司

へ
の
多
数
の
補
任
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

前
に
挙
げ
た
大
膳
職
は
朝
廷
の
儀
式
・
饗
宴
に
供
す
る
も
ろ
も
ろ
の

料
理
を
作
り
、
造
酒
司
は
天
皇
や
朝
廷
の
儀
式
に
供
す
る
酒
・
醴
を
造

る
事
を
職
務
と
し
て
い
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
二
つ
の
役
目
は
服

属
儀
礼
に
結
び
つ
い
た
宴
に
関
連
す
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し

て
こ
れ
ら
の
宴
に
は
歌
舞
音
曲
の
奏
上
が
伴
う
の
で
あ
る
。 

 

確
か
に
古
事
記
の
歌
曲
名
の
あ
る
宮
廷
歌
謡
全
四
十
一
首
の
内
、
二

十
九
首
が
仲
哀
（
神
功
）
・
応
神
・
仁
徳
・
允
恭
・
雄
略
記
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
天
皇
達
は
全
て
葛
城
氏
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
含
む
古
事
記
歌
曲
名
十
二
曲
中
、
六
曲
が
琴
歌
譜

歌
曲
名
十
八
曲
中
の
大
歌
六
曲
と
重
な
る
の
で
あ
る
。（
以
下
番
号
「
歌

曲
名
」
縁
記
の
順
で
列
記
す
る
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
つ
い
て
は

拙
稿 

歌
曲
名
・
歌
詞
一
覧 

参
照 

注
１
４
） 

 

大
歌
六
曲
の
縁
記
は 

 
 

１
「
茲
都
歌
」
①
雄
略 

②
垂
仁 

 
 

２
「
歌
返
」
①
仁
徳 

②
神
功 

③
応
神 

 
 

１
３
「
余
美
歌
」
①
景
行 

 
 

１
４
「
宇
吉
歌
」
①
雄
略 

②
雄
略 

 
 

２
０
・
２
１
「
酒
坐
歌
」
①
神
功 

 
 

２
２
「
茲
良
宜
歌
」
①
允
恭 

の
内
容
を
載
せ
て
い
る
。 

 
 

こ
こ
で
歌
曲
名
の
重
な
る
古
事
記
の
伝
承
を
み
て
み
る
と
、 

 
 

Ａ
、
記
３
９
・
４
０
「
酒
楽
歌
」
は
神
功
皇
后
が
太
子
（
応
神
）



に
献
酒
す
る
時
の
歌
と
、
太
子
に
代
わ
っ
て
建
内
宿
禰
が
答

え
た
歌
。 

 
 

Ｂ
、
記
５
７
～
６
１
、
６
３
、
７
４
「
志
都
歌
の
歌
返
」
の
７
４

以
外
は
仁
徳
天
皇
と
大
后
石
之
日
売
命
と
の
歌
。
７
４
は
仁

徳
天
皇
の
御
世
の
歌
。 

 
 

Ｃ
、
記
７
８
「
志
良
宜
歌
」
は
軽
太
子
が
軽
大
郎
女
と
通
じ
た
時

の
歌
。 

 
 

Ｄ
、
記
８
９
・
９
０
「
読
歌
」
は
軽
太
子
と
軽
大
郎
女
が
再
会
し

た
時
の
歌
。 

 
 

Ｅ
、
記
９
２
～
９
５
、
１
０
４
「
志
都
歌
」
の
内
、
９
２
～
９
５

は
雄
略
天
皇
と
赤
猪
子
の
歌
。 

１
０
４
は
雄
略
天
皇
と
袁
杼
比
売
命
の
歌
。 

 
 

Ｆ
、
記
１
０
３
「
宇
岐
歌
」
は
雄
略
天
皇
と
袁
杼
比
売
命
の
歌
。 

と
な
る
。
そ
の
歌
わ
れ
た
背
景
は
、 

Ａ
、
太
子
の
禊
の
た
め
、
建
内
宿
禰
が
若
狭
（
御
食
国
）
へ
行
っ

て
帰
っ
た
時
の
献
酒
、
謝
酒
の
時
。 

Ｂ
、
大
后
、
豊
楽
す
る
た
め
の
御
綱
柏
を
採
り
に
行
っ
て
い
る
間
。 

Ｃ
・
Ｄ
、
皇
太
子
で
あ
る
軽
太
子
が
ま
だ
即
位
し
て
い
な
い
間
に

軽
大
郎
女
と
通
じ
た
事
。 

Ｅ
、
赤
猪
子
が
雄
略
天
皇
に
結
納
の
品
を
持
参
し
た
時
。 

Ｆ
、
豊
楽
の
日
、
大
御
酒
を
献
じ
た
時
。 

と
な
り
、
対
応
す
る
歌
曲
名
と
縁
記
と
は
、 

 

１
と
Ｅ
が
雄
略
天
皇 

 

２
と
Ｂ
が
仁
徳
天
皇 

 

１
３
と
Ｄ
が
無
し 

 

１
４
と
Ｆ
が
雄
略
天
皇 

 

２
０
・
２
１
と
Ａ
が
神
功
皇
后 

 

２
２
と
Ｃ
が
允
恭
天
皇
と
そ
れ
ぞ
れ
が
対
応
し
て
い
る
。 

こ
れ
を
み
る
だ
け
で
も
、
建
内
宿
禰
に
代
表
さ
れ
る
葛
城
氏
と
宴
の

結
び
つ
き
が
み
て
と
れ
る
。 

特
に
、
仁
徳
記
記
載
の
歌
謡
に
は
葛
城
襲
津
彦
の
娘
石
之
日
売
命
や

建
内
宿
禰
が
直
接
歌
っ
た
と
さ
れ
る
歌
が
多
く
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

古
事
記
歌
謡
に
つ
い
て
い
え
ば
、
垂
仁
記
か
ら
景
行
記
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ

ル
西
征
ま
で
は
出
雲
建
の
伝
承
に
一
首
あ
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
が
、

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
東
征
か
ら
顕
宗
天
皇
（
履
中
天
皇
の
子
）
に
か
け
て
は

非
常
に
多
く
の
歌
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
仲
哀
記
か
ら
仁
徳

記
に
か
け
て
の
歌
の
場
に
は
建
内
宿
禰
が
頻
繁
に
登
場
す
る
。 

 

さ
ら
に
、
記
紀
の
歌
曲
名
を
伝
え
る
前
述
以
外
の
伝
承
は
神
話
を
除

い
て
、
景
行
記
「
思
国
歌
」
「
片
歌
」
「
大
御
葬
歌
」
、
神
武
紀
「
来
目

歌
」
、
景
行
紀
「
思
邦
歌
」
と
な
る
。 

記
紀
両
書
の
景
行
天
皇
の
条
の
歌
は
、
前
述
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
東
征

中
の
歌
で
、
そ
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
、
仲
哀
天
皇
の
父
、
応
神
天
皇
の

祖
父
、
仁
徳
天
皇
の
曽
祖
父
に
あ
た
る
。
ま
た
古
事
記
で
は
ヤ
マ
ト
タ

ケ
ル
は
討
伐
に
、
久
米
直
の
祖
、
七
拳
脛
を
「
恒
に
膳
夫
と
し
て
従
ひ

仕
へ
ま
つ
り
き
」
と
あ
る
。
そ
の
久
米
氏
は
神
武
紀
で
「
来
目
歌
」
を

「
今
楽
府
に
此
歌
を
奏
ふ
時
は
、
な
ほ
手
量
の
大
き
小
き
、
ま
た
音
声



の
巨
き
細
き
有
り
。
此
は
古
の
遺
式
な
り
。
」
の
一
文
と
と
も
に
伝
承

さ
れ
て
い
る
が
、
神
武
記
に
は
同
一
歌
を
六
首
載
せ
る
が
「
久
米
歌
」

の
名
称
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

次
に
、
琴
歌
譜
に
目
を
向
け
る
と
、
前
述
の
よ
う
に
縁
記
に
は
垂
仁

天
皇
の
伝
承
と
、
１
７
・
１
８
・
１
９
「
阿
遊
陀
扶
理
」
の
景
行
天
皇

の
皇
子
と
し
て
成
務
天
皇
の
誕
生
に
関
す
る
伝
承
が
記
載
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
こ
こ
に
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。 

垂
仁
天
皇
は
丹
波
の
比
婆
須
比
売
命
と
の
間
に
景
行
天
皇
を
も
う

け
る
が
、
こ
の
垂
仁
記
で
特
に
注
目
す
る
こ
と
は
多
遅
摩
毛
理
の
伝
承

で
あ
る
。
多
遅
摩
毛
理
は
常
世
国
に
派
遣
さ
れ
て
、
時
じ
く
の
か
く
の

木
の
実
（
橘
）
を
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
。
こ
の
人
物
は
新
羅
国
国
主
の

子
、
天
之
日
矛
の
子
孫
と
さ
れ
、
そ
の
系
譜
に
は
葛
城
之
高
額
日
売
命

が
載
り
、
そ
れ
は
神
功
皇
后
の
母
と
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
で
も
葛
城
氏

と
の
関
連
が
う
か
が
え
る
。
な
お
、
橘
は
『
延
喜
式
』
内
膳
司
条
に
よ

れ
ば
、
新
嘗
祭
供
御
料
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
（
注
１
５
）
と
い

う
。 今

一
人
、
成
務
天
皇
で
あ
る
が
成
務
記
に
は
「
建
内
宿
禰
を
大
臣
と

し
て
」
と
あ
る
。 

こ
う
し
て
み
る
と
、
琴
歌
譜
の
縁
記
は
全
て
葛
城
氏
の
伝
承
と
推
測

す
る
こ
と
が
で
き
ま
い
か
。 

 

さ
て
こ
こ
で
、
改
め
て
宴
と
酒
杯
の
観
点
か
ら
、
こ
の
歌
が
歌
わ
れ

た
元
日
節
会
を
考
え
て
見
る
と
き
、
①
酒
を
受
け
る
時
の
歌
も
②
盃
を

捧
げ
る
時
の
歌
も
関
連
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
縁
記
内
容
か
ら
考
え
れ

ば
も
ち
ろ
ん
第
一
縁
記
（
あ
る
い
は
古
事
記
）
が
ふ
さ
わ
し
い
。
な
ぜ

な
ら
「
豊
楽
」
の
宴
席
で
歌
わ
れ
た
と
い
う
か
ら
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
第
二
縁
記
の
内
容
が
、
元
日
節
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
謀
反
人
を
匿
っ
た
罪
に
値
す
る
円
大
臣
、
つ
ま
り
は

葛
城
氏
が
滅
亡
す
る
契
機
と
な
っ
た
伝
承
を
わ
ざ
わ
ざ
記
載
す
る
必

要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
わ
い
て
く
る
。
や
は
り
こ
こ
は

宮
廷
儀
礼
と
し
て
は
、
「
天
皇
」
と
「
臣
」
の
こ
と
と
し
て
、
葛
城
氏

の
か
わ
ら
ぬ
忠
誠
心
と
韓
比
売
の
子
が
世
を
継
ぐ
と
い
う
意
味
合
い

を
も
っ
て
、
①
と
②
の
両
方
の
意
を
表
現
す
る
歌
詞
の
内
容
と
と
る
の

が
順
当
で
あ
ろ
う
。 

そ
の
意
味
で
歌
詞
「
ホ
ダ
リ
ト
ラ
ス
コ
」
と
は
、
「
ホ
ダ
リ
」
＝
稲

の
穂
が
重
く
垂
れ
下
が
る
豊
か
な
国
土
を
「
ト
ラ
ス
コ
」
＝
引
き
継
ぐ

子
の
意
を
重
ね
、
特
に
「
コ
」
は
娘
（
韓
比
売
）
で
あ
り
、
そ
の
子
で

あ
る
後
の
清
寧
天
皇
で
あ
り
、
そ
れ
は
皇
統
を
継
ぐ
も
の
を
意
味
し
、

さ
ら
に
は
臣
下
全
て
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う

か
。 つ

ま
り
、
平
安
な
世
に
、
永
遠
に
続
く
天
皇
の
世
を
新
し
い
年
の
初

め
に
歌
い
、「
君
」「
臣
」
の
誓
い
新
た
に
節
会
を
開
く
意
味
を
こ
の
歌

詞
は
伝
え
、
正
月
元
日
節
で
歌
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

   



（
注
１
）
神
野
富
一
・
武
部
智
子
・
岡
野
裕
恵
・
福
原
佐
知
子
「
琴
歌

譜
注
釈
稿
（
三
）
」
『
甲
南
国
文
』 

 

（
注
２
）
『
國
史
大
辭
典
』
３ 

吉
川
弘
文
館 

一
九
八
五 

『
上
代
文
学
研
究
事
典
』 

お
う
ふ
う 

一
九
九
六 

 

（
注
３
）
『
國
史
大
辭
典
』
１
６ 

吉
川
弘
文
館 

一
九
八
五 

『
上
代
文
学
研
究
事
典
』 

お
う
ふ
う 

一
九
九
六 

 

（
注
４
）
井
上
光
貞
「
雄
略
天
皇
と
そ
の
時
代
」
『
飛
鳥
の
朝
廷
』 

日
本
の
歴
史
３ 

小
学
館 
一
九
七
四 

 

（
注
５
）
岸
俊
男
「
画
期
と
し
て
の
雄
略
朝
」
『
日
本
政
治
社
会
史
研

究
』
上 

塙
書
房 

一
九
八
四 

 

（
注
６
）
西
宮
一
民
校
注 

新
潮
日
本
古
典
集
成
『
古
事
記
』 

 

二
三
八
～
二
三
九
頁
頭
注 

新
潮
社 

昭
和
５
７ 

 

（
注
７
）
鈴
木
清
民
「
武
（
雄
略
）
の
王
権
と
東
ア
ジ
ア
」
『
古
代
を

考
え
る 

雄
略
天
皇
と
そ
の
時
代
』 

吉
川
弘
文
館 

 

一
九
八
八 

  

（
注
８
）
井
上
光
貞
「
雄
略
朝
に
お
け
る
王
権
と
東
ア
ジ
ア
」
『
東
ア

ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
』
４ 

学
生
社 

 

一
九
八
二 

 

（
注
＊
）
加
藤
謙
吉
『
蘇
我
氏
と
大
和
王
権
』 

吉
川
弘
文
館 

 

昭
和
５
８ 

 

（
注
９
）
加
藤
謙
吉
「
応
神
王
朝
の
衰
亡
」
『
古
代
を
考
え
る 

雄
略

天
皇
と
そ
の
時
代
』 

吉
川
弘
文
館 

一
九
八
八 

 

（
注
１
０
）
（
注
１
）
に
同
じ 

 

（
注
１
１
）
前
之
園
亮
一
「
蘇
我
氏
の
同
族
」
『
古
代
を
考
え
る 

蘇

我
氏
と
古
代
国
家
』 

吉
川
弘
文
館 

一
九
九
一 

 

（
注
１
２
）
岡
田
精
司
『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』 

塙
書
房 

 

一
九
七
〇 

 

（
注
１
３
）
泉
谷
康
夫
「
服
属
伝
承
の
研
究
」
『
日
本
書
紀
研
究
』 

第
四
冊 

塙
書
房 

一
九
七
〇 

 
（
注
１
４
）
拙
稿
「
琴
歌
譜
大
歌
の
歌
曲
名
に
つ
い
て
（
一
）
―
―
「
歌

返
」
と
「
余
美
歌
」
を
中
心
に
―
―
」
『
甲
南
国
文
』 



第
５
８
号 

 
（
注
１
５
）
西
宮
一
民
校
注 

新
潮
日
本
古
典
集
成
『
古
事
記
』 

一
五
三
頁
頭
注 

新
潮
社 

昭
和
５
７ 

                   

                  


